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きノ   ひノ  つちノ  かノ  みずノ


木    火    土    金    水


え と え と え と え と え と（兄弟）


甲 乙 丙 丁 戊 己 庚 辛 壬 癸   


ね  うし とら  う  たつ み  うま ひつじ  さる  とり いぬ い


子 丑 寅 卯 辰 巳 午  未  申  酉 戌 亥








  　　      黄金律 


   　左右の掌を合わせて


                　 地球を守りましょう


「黄金律」と呼ばれる尊い教えがあります。イエスの真心の発露と言われ、二千年に亙って、西洋世界の良心ある人々の琴線を共鳴させ、清澄の旋律を奏でてきました。「自分がしてほしいことを他人にしてあげなさい」と説かれた、極めて素朴な歓戒律です。少し畏まって言えば、「積極的に善を行うことは『平和な世界』を創造するための最も基本の行為である」ということになるのでしょうか。           


  一方、東洋においても、この教えと符節を合わせたかの如き、孔子の誠実な教えが、争いの無い『安穏な世界」を護持しようと努めて来た人々の心底に「金科玉条」として秘蔵されて来ました。それが、「己れの欲しないことを他の人々にしないように」という戒めです。己に出来得る限り、悪を抑制しようと努力する不退転の訓戒律とも言えましょう。


  このように東西両世界の根本的な倫理規範が、昼夜めぐりて、月日を重ね、表裏一体、左右の掌を合するごとく、あらゆる人々に「平和と安穏」の大切さをしみじみと認識させて来た結果、今日の世界が辛うじて存在しているのでしょう。  


たなごころ わがまごころの 住めるなむ











◎ 蘇民 将来の子孫？ ◎


 「情けは人の為ならず、掛け得る己が身の福に謝すべし」


  素戔烏尊（スサノオノミコト）が受難の折、みすぼらしい姿で村一番の金持ちの巨旦将来（こたんしょうらい）の家に赴き、一夜の宿を請うが、にべもなく断られてしまう。 その後、村一番の蘇民将来の家に行って、頼むと、快く迎えてもらい、食事などの心温まる親切を受けた。しばらくして、厄病や水害などで、巨旦将来の一族は滅びてしまったが、蘇民将来の一族は益々、繁栄して今日の日本人の先祖となったと伝えられている。  


    釈迦やキリスト、延いては宮澤賢治などのように身と心を砕いて人々のために尽す――尽形伝心（形を尽して心を伝える――ようなことは、智慧も気力も乏しい私達一般人にはとても無理な要求であって、普通には、 困った人の手助けができるということは、自分が恵まれているからできるものであることをよく認識して、何よりも先ず、自分の恵まれた境遇に感謝することが大切である。このような謙虚で素朴な心持を忘れないようにだけはしたいものである。


   最近は、人に親切にすると、その人を甘やかすことになり、却ってその人の怠け心を増長するから、情けをかけてはいけないと言う人が多くなってきているが、仔細に客観的に判断して見れば、多くの場合、そのような人は、自分が困った場合は、人に泣きつき、文句は言うものの、感謝することは少しも知らない人であるようである。所謂、「人の痛いのは三年でも平気の平左だが、自分のことになると、少しの傷でも大袈裟に騒ぎたてる」類（たぐい）の人である場合が多いものである。何とも耳の痛い話である。


   勿論、世の中には、「恩を仇で」返したり、「おんぶにだっこ」の人もいるが、それは、論外に悲しいことである。なぜなら、そのような人たちは人間としての最低線を逸脱しているからである。逆に、ほんの小さな自己中心的な親切をして、恩着せがましくして、大袈裟に宣伝して回る人もいるが、間違ってもそういうような存在にはなりたくないものである。


（聖書マタイ伝２３  薬応菩薩品第二十三）


                                 








海と川


  山と渡りて


     来し我等


塩水米に


   恵みを懐ふ














 さはがしき 虫魚のごとき 此の身をば


                    草木のごとく 安んぜしめむ




















 平成十九年


（２００７年）





色はにほへど 散りぬるを


我が世誰ぞ 常ならむ


有為の奥山 今日越えて


浅き夢見じ 酔ひもせず 


ん（无・無） 「詠み人知らず」








祗園精舎の鐘の声


諸行無常の響き有り


娑羅双樹の花の色


盛者必衰の理をあらはす


「平家物語」

















  摂理


  清祥


   暦    


              丁亥（ひのと い）歳


         





 香具はしき こえきくにより 咲きし花


                     微笑みもせむ  実も結びなむ




















平成19年（2007年）丁亥（ひのと い）


　                 １月　    


 日   月  火  水  木  金  土 


  　　 1   2   3   4   5   6  


 7    8   9  10  11  12  13


 14   15  16  17  18  19  20


21   22  23  24  25  26  27


28   29  30  31      


         ♪ 香りゼラニウム と 菊花結び ♪


 平成18年（2006年）丙戌（ひのえ いぬ）


         １月      


 日   月  火  水  木  金  土 


  1    2   3   4   5   6   7


  8    9  10  11  12  13  14


 15   16  17  18  19  20  21


 22   23  24  25  26  27  28


 29   30  31    ♪ 福寿草 adonis♪


                     














 


 


 


 





 


 


 


 


 


 














  さんすい  てんぐ


  山水 天狗


（山川・自然護持の神


             ＝天の犬）





    自然の摂理を信じ、


    自分の身を以って、


    体験したことを


    次世代に伝えたい。














  初息  呼吸


 はきてすう


  そのひといきに


       みのりあり





    過・今・未


  はきてすふ


   そのひといきを


      みつむれば


   今日もたもちて


      過未にも渡る





今日の日を


さわかに生きむ


自らの 息と心と


星を観つめて








  平成19年（2007年）丁亥（ひのと い）


     　　  　２月     


 日   月  火  水  木  金  土 


                   1   2   3   


  4    5   6   7   8   9  10  


 11   12  13  14  15  16  17  


 18   19  20  21  22  23  24  


 25   26  27  28 


     








                      














 


 


 


 





 


 


 


 


 


 








天の海に


雲の波 


立ち


月の船


星の林に


こぎ隠る 


見ゆ


（万葉集 


一〇六八）


柿本 人麻呂
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